
新宿区立牛込第三中学校いじめ防止基本計画 

新宿区立牛込第三中学校 

策定：令和２年４月１日 

 

 

 

 

 

 

１ 基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ いじめ対策委員会の組織（校内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「いじめ」とは、「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等

当該児童生徒と一定の人的関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与

える行為（インターネットを通じて行われるものを含む）であって、当該行為の対象と

なった児童生徒が心身の苦痛を感じているもの」をいう。 

校 長 

副校長 

【平素の構成】生活指導主任を中心に［生活指導部（教育相談担当・養護教 

諭）］が主体となり対応を進める。 

 【主な活動】 「未然防止」「早期発見」「早期対応」の基本活動 

・いじめ防止の年間指導計画の作成   ・人権教育、道徳等との関連指導 

・実態調査の作成及び実施       ・保護者･地域への啓発活動 

・保護者･地域･関係機関との連絡調整  ・校内研修会の企画立案  など 

１ 「いじめはどこの学校でもどこの学級でも起こりうる」という認識を

全教職員がもつ。 

２ いじめは絶対に許されない行為であるという認識を生徒にも教師にも

もたせる。 

３ いじめられている生徒の立場で考える。 

４ 生徒の悩みを受け入れる相談体制をより強化する。 

５ 年間を通じてよりよい人間関係を築く教育活動を展開する。 

６ 平素から生徒と教師との信頼関係を築いていく。 

７ 家庭との連携を強め、問題解決のために家庭に対して協力を求める。 

８ 警察や児童相談所等の関係機関とも連携を図り、それぞれの立場から

の支援を行う。 
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いじめサポートチームの設置（いじめの事実が発見されたとき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サポートチームが行うこと】 

① 当該学年の指導体制の指示･確認 

② 被害生徒及び加害生徒の把握及び指導 

③ 被害生徒及び加害生徒の保護者対応 

④ 事案に応じた関係機関との連絡調整 

⑤ 地域への協力体制の構築 

 

３ いじめをなくす学校の対応について 

（１）いじめを未然に防ぐ取組 

① いじめ早期発見のための取組【情報の収集と情報の共有化】 

  ア 生活意識調査の定期的実施（年３回・ふれあい月間） 

イ １年生のＳＣとの全員面談、学期末行っている三者面談などの定期的面談の実施 

ウ 学校教育相談週間における相談活動の重要性と教育相談機関の周知 

  エ 担任と生徒との連絡帳「忘れないぞう」を使った生徒の声の収集 

  オ ［hyper-ＱＵ］による生徒の客観的な状況把握 

  カ 全教職員による校内巡回を通じた生徒の観察 

② いじめを起こさない心の育成【自尊感情とコミュニケーション能力の育成】 

  ア 教員による「いじめ防止研修」の実施 

イ 人権教育や道徳教育の充実、ソーシャルスキル学習の実施 

ウ 道徳授業地区公開講座における教育懇談会での保護者・地域との意見交換や講師

による講演会の実施 

（２）いじめ発生時の対応 

 ① いじめられた生徒の指導 

  ア いじめサポートチームの設置 

イ 当該学年の指導体制の指示･確認 

ウ 被害生徒からの事情聴取による詳細な事実確認及び指導 

エ 被害生徒の安全確保のための居場所の設置や校内巡視・登下校の送迎 

いじめサポートチーム 

◆ いじめの事実を発見したときは、学級担任・学年の教員を含め、いじめ対策委員会を

拡大し、「いじめサポートチーム」を編成し、その対応にあたる。 

◆ ［構成］ ・いじめ対策委員会   ・当該学年主任（担任） 

     ・ＳＣ 

     ・その他、いじめや学校の状況によって、関係諸機関を加える。 



オ メンタルヘルス・ケアのための養護教諭・スクールカウンセラー・学校医等との

面談 

カ 被害生徒の保護者への状況報告及び協力要請 

キ 座席替えなど友だち作りの支援 

ク 自信や存在感をもたせる活動の場の提供 

ケ いじめの状況に応じた関係機関との連絡調整 

コ 教育委員会への報告・相談 

② いじめた生徒の指導 

 ア 加害生徒からの事情聴取による詳細な事実確認及び指導 

イ いじめに至る原因と背景の確認 

ウ いじめの状況に応じた出席停止措置などの検討 

エ 立ち直るための支援 

オ 加害生徒の保護者への状況報告及び指導 

カ 教育委員会への報告･相談 

③ 学級･学年全体への指導 

ア いじめについての指導（人権的指導、犯罪との関係、いじめ防止プログラムの実

施など） 

イ 環境の整備（教室掲示物の点検、言語環境の整備など） 

ウ 豊かな人間関係を育むための指導（ソーシャルスキル学習、学級行事の充実など） 

④ 家庭・地域との課題の共有 

 ア 家庭教育の協力の要請（学校便りの活用、保護者会への参加促進など） 

イ 保護者向け教育相談会の開催（スクールカウンセラーの同席など） 

ウ 道徳授業地区公開講座での地域懇談会の実施 

（３）いじめが終息したのちの対応 

 ① 卒業時までの継続指導 

  ア 教育相談の継続 

  イ 実態調査の実施 

 ② 充実した学校生活への環境改善 

  ア 全教職員による学級経営の見直し（校内研修の実施など） 

  イ 教室および校内環境の常時点検 

  ウ 話し合い活動などコミュニケーション能力育成をねらいとする授業や学級・学年

行事の改善 

 ③ 地域・家庭との連携強化 

  ア 地域でのボランティア活動の推進 

イ 定期的な三者面談の実施 

④ いじめ防止に関する学校評価の実施（学校ホームページ等による情報公開を含む） 



ア 教員による学校評価 

イ 生徒による評価 

ウ 保護者・地域（学校評議員など）による学校関係者評価 

（４）ネット上のいじめの対応 

  今日的課題の一つとして、「ライン」などのＳＮＳを使ったネット上のいじめがある。

これは、ネットがもつ匿名性と簡易性から発見や指導が困難であり、生徒が簡単に被害

者にも加害者にもなってしまう。また、短期間に深刻な状態に至ることなどが特徴とし

て挙げられる。そこで、ネット上のいじめが発覚した際に以下の手順で対応を行う。 

① 事態の収拾 

ア いじめサポートチームの設置 

イ 当該学年の指導体制の指示･確認 

ウ 被害生徒からの事情聴取による詳細な事実確認及び指導 

エ 教育委員会や警察署等の関係機関との連携及び書き込み削除の要請 

② 被害生徒への対応 

ア 精神的ケアのための養護教諭・スクールカウンセラー・学校医等との面談 

イ 被害生徒の保護者への状況報告及び協力要請 

ウ 座席替えなど友だち作りの支援 

エ 自信や存在感をもたせる活動の場の提供 

③  加害生徒への対応 

ア 加害生徒からの事情聴取による詳細な事実確認及び指導 

イ いじめに至る原因と背景の確認 

ウ いじめの状況に応じた出席停止措置などの検討 

エ 立ち直るための支援 

オ 加害生徒の保護者への状況報告及び指導 

カ 教育委員会への報告･相談 

④ 学級･学年全体への指導 

  ア いじめについての指導（周囲への人権的指導、犯罪との関係、善悪の判断 など） 

イ 環境の整備（教室掲示物の点検、言語環境の整備など） 

ウ 情報モラルの指導（関係機関などからの外部指導者の招へいなど） 

⑤ 家庭・地域との課題の共有 

 ア 家庭教育の協力の要請（学校便りの活用、保護者会への参加促進など） 

イ 保護者向け教育相談会の開催（スクールカウンセラーの同席など） 

ウ 道徳授業地区公開講座での地域懇談会の実施 

 

※いじめにより重大事態が発生した場合は、校長を中心に教育委員会と連携し

対応にあたる。 


